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第四北越銀行における

地域の脱炭素に向けた取り組み



第三次中期経営計画における最重要経営課題（マテリアリティ）

収益力の強化成長性

生産性の向上効率性

健全性の維持・向上健全性

「環境・社会課題」

地球環境問題への積極的な取り組みE

地域・お客さまの課題解決を通じた
地域経済・社会の活性化

S

多様性の確保などガバナンスの充実による
ステークホルダーとの信頼関係の強化

G

サステナビリティ
経営の深化

「財務的課題」

取り巻く
経営環境の
変化

⚫ 人口減少・少子高齢化の進行

⚫ DXによる社会・産業構造の変化

⚫ Web・オンライン化・キャッシュレス進展

⚫ 人々の生活様式・消費行動の変化

複雑性・不確実性を増しながら大きく変化

⚫ グローバル化の加速

⚫ 規制緩和

⚫ 異業種による金融業界への参入

⚫ カーボンニュートラル加速化

⚫ サステナビリティ経営の重要性の高まり

⚫ 地政学的リスクのさらなる高まり

⚫ 日米欧金融政策の転換 etc.

第四北越FGの 最重要経営課題（マテリアリティ）

サステナブルな成長の実現に向けて最重要経営課題を解決

◼ 「環境・社会課題」と「財務的課題」の双方の課題を解決し、地域と当社が持続的に成長する好循環を目指すサステナビリティ
経営に取り組む
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第四北越FGのサステナビリティへの取り組み

地域課題への
取り組み1 環境問題への

取り組み2 社会との
信頼関係の確立3 人的資本経営の

実践4
第四北越FG サステナビリティ基本方針 主な取り組み分野

－これまでの主な取り組み－

⚫ 「TCFD提言」への賛同表明

⚫ 「サステナビリティ基本方針」制定

⚫ 「サステナビリティ推進委員会」設置

⚫環境省「令和3年度ESG地域金融促進事業」

⚫環境省「TCFD提言に沿った気候リスク・機会の

シナリオ分析パイロットプログラム支援事業」

⚫ 「環境・社会に配慮した投融資方針」制定

⚫ 「サステナブルファイナンス目標」「CO2排出量削減

目標」設定

⚫ 「2050年カーボンニュートラル宣言」公表

⚫ 「パートナーシップ構築宣言」公表

⚫ 「一般社団法人SDGsにいがた」理事に頭取が就任

⚫環境省「令和4年度ESG地域金融促進事業」

⚫環境配慮型店舗（『ZEB』等）の導入

⚫ 「GXリーグ」への参画

⚫ 「TNFDフォーラム」への参画

⚫東京証券取引所「カーボン・クレジット市場」への参画

⚫ 「新潟市J-クレジット普及推進協議会」への参画

⚫環境省「令和5年度地域金融機関向けTCFD開示

に基づくエンゲージメントプログラム」

⚫再生可能エネルギー由来のCO2フリー電力の導入

2021年度 2022年度 2023年度

※：Business Continuity Management

サステナビリティ推進委員会
委員長：FG社長

銀行本部各部 グループ各社FG本部各部

サステナビリティ推進室

地域ビジネス
推進部会

CO2削減
部会

地政学的
リスク管理部会

BCM※

部会

推進体制
－第四北越FGが参加する各種イニシアチブ－

GXリーグ
（2023年5月）

TNFDフォーラム
（2024年2月）

サステナビリティデータ
標準化機構

（2023年8月）

省エネ・地域
パートナーシップ
（2024年7月）TNFD Adopter

（2024年9月）

気候変動イニシアティブ
（2024年10月）

経団連
生物多様性宣言
イニシアチブ

（2024年11月）

生物多様性のための
30by30アライアンス
（2024年10月）
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自社（FG）と地域・お客さまの課題解決に向けた取り組み

CO2排出量削減目標・実績

16,797 

5,486 

0 

▲67.3％

2013年度 2050年度2024年度 2030年度

（2013年度比）（t-CO2）

2030年度目標
カーボンニュートラル
（Scope1・2）

2050年度目標としていた
達成時期を前倒し

（2024/10上方修正）

2050年度目標
投融資先を含めた
カーボンニュートラル

投融資先を含めた
新たな目標を設定

（2024/10上方修正）

（Scope1・2および
Scope3カテゴリー15）

当初設定した2030年度目標
（2013年度比▲65％）を

前倒しで達成見込み
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GHG排出量算定ツールの導入支援件数：2,000件超

◼お客さまの脱炭素経営を支援する「GX全店運動」の実施

GHG排出量の可視化 削減計画の策定 具体的な削減策の実行
脱炭素経営に向けた

3つのステップ

（2024年7月～）

（ビジネスマッチング）
（2022年度～累計）

◼SBT認定取得支援（中小企業版） 20件超
（2024年4月～)

◼燕市脱炭素事業の受託
（2025年7月）

⚫ GHG排出量算定～具体的な削減計画の
策定を支援

◼脱炭素経営セミナーの開催
（2025年7月）

◼第四北越SDGsコンサルティングサービス（2021年9月～）

累計 239件
コンサルティングサービス

（SDGs宣言策定支援等）

累計 4,129件診断サービス（取組状況診断）



901 
2,446 

4,346 

7,696 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2030年度

当初設定した目標を
前倒しで達成見込み

当初目標
（2022/5）

1.5兆円

うち環境分野
3,300億円

サステナブルファイナンス目標
（2021年度～2030年度の累計実行額）

修正後 修正前

3兆円
（うち環境分野2兆円）

1.5兆円
（うち環境分野1兆円）

（億円）サステナブルファイナンス累計実行額

上方修正
（2025/3）

3.0兆円

New!

多様な商品ラインアップを活用した推進
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⚫ 地域脱炭素貢献ローン「Biz-Ecology」
（2024年1月～）

融資実行額の

0.05％相当を
新潟県に寄付

個人向け
⚫ 住宅ローン「ZEH住宅応援プラン」

（2024年4月～）

ZEH住宅の場合

手数料または

金利を優遇

⚫ 「地域応援！SDGs私募債」

（2024年6月～）

➔新潟県内の様々な自治体や団体を寄付先とした
寄付型私募債を通じて地域創生・SDGsの達成に貢献

事業者向け

⚫ ポジティブ・インパクト・ファイナンス
⚫ サステナビリティ・リンク・ファイナンス
⚫ SDGsリンク・ファイナンス
⚫ SDGsサポートローン
⚫ サステナビリティ・ファイナンス
⚫ SDGsグリーン・ファイナンス

自社（FG）と地域・お客さまの課題解決に向けた取り組み


